
 

あかしＳＤＧｓパートナーズ取組計画書 

明石市長 様 

   あかしＳＤＧｓパートナーズの取組計画を以下のとおり提出します。 

 

     （記入日）2022 年５月３０日 

団 体 名 社会福祉法人明桜会 T E L 078-918-5572 

代 表 者 名 日下 孝明 メールアドレス unneikikaku@meioukai.com 

目指すゴール 

【複数選択可】 

※ゴール下の枠を

チェックしてくださ

い 

         

☐ ☐ ✓ ✓ ✓ ☐ ☐ ✓ ☐ 

        

 

☐ ✓ ✓ ☐ ☐ ☐ ✓ ✓ ☐ 

2030 年まで

に達成したいこと 

障害のある方の立場から、誰もが一人のかけがえのない人として豊かな生活を送ることができ

る地域社会（明石）の実現。 

重点的な取組 

（※） 

【取組①】 目標値 / 達成年 

●取組の趣旨・目的 

障害のある方が地域の一員として暮らしていくため、住まいや仕組

み、つながりをつくる。 

 

●具体的な取組内容 

①グループホームの設立。 

②ホーム利用者を主体とした地域住民・学生ボランティアとの交流。 

例）地域清掃、お話ボランティア、あそび隊。 

③福祉教育の啓発活動（対象：児童・学生・地域住民）。 

例）ホームや福祉施設の見学会、自治会や学生への出前講座。 

グループホーム設立 

/2024 年 

福祉教育の啓発活動 

/2024 年 

ボランティアとの接点

をつくる/2022 年 

該当するゴール 

 

様式 ２ 



【取組②】 目標値 / 達成年 

●取組の趣旨・目的 

“社会福祉”＝みんなの幸せ。福祉の視点や心、専門性を広め豊かな地

域を育むため、法人事業所の特色を生かし、市内各エリアで地域活動

を展開する。（市内 10 拠点） 

様々な分野（食・雑貨・スポーツ・アート等）からアプローチすることで

間口を広げ、福祉と接点がなかった方とのつながりや楽しみを作る。 

 

●具体的な取組内容 

①施設環境を生かした取り組み。 

例）教室やサロンの開催（体操・LGBT 当事者の会、日本語教室）。 

    交流イベント（祭、地酒試飲会）。 

②施設活動を生かした取り組み。 

例）商品を通したつながり。 

（学校等での菓子活用、地場商品の協働制作、他団体との商品 

開発、古着や牛乳パックの利活用） 

③スポーツ・アートを通した取り組み。 

例）ユニバーサルスポーツ教室、夏休みアートワークショップ。 

①サロンやイベント 

 500 回/2024 年 

②つながりを広げる 

 10 事例/2024 年 

③スポーツ・アートにま

つわる教室・イベント 

80 回/2022 年  

該当するゴール 

 

【取組③】 目標値 / 達成年 

●取組の趣旨・目的 

“社会福祉”を担う私たち自身が SDGｓを理解・発信することで、この

取り組みを促進するとともに、福祉職の価値を捉え直し、スタッフの

働きがいや担い手不足の解消にもつなげていく。 

 

●具体的な取組内容 

①法人内に SDGｓ専門チームを設置。 

②法人広報誌への掲載・配布。 

③啓発イベントの実施、グッズ（掲示物・バッジなど）の制作。 

専門チーム設置 

/2022 年 

広報誌の発行 

48 回/2024 年 

啓発イベント 

2022 年度中に 1 回 

グッズ制作/2022 年 

該当するゴール 

 

 


